
















 

Ⅰ.はじめに 

 整形外科学領域において,先天奇形のしめる割合は多く,種々の重要な疾患を

包括している。これは手の外科においても例外ではない。ひとくちに手の奇形

といってもその臨床像はきわめて多彩であり,従来の奇形分類上の命名にした

がおうとしても,診断に苦慮することが少なくないうえ,治療にあたっては機能

面での向上と外観上の改善というしばしば相いれぬ矛盾の追求を余儀なくされ

ることが多い。 

 従来手の奇形学は主に臨床家によってなされてきた。彼ら(あるいは私たち)

は奇形の外観上の特徴と X 線上の所見を組み合わせて分類,あるいは診断を下

すのを常としている。奇形発生のメカニズムについても,発生学上の若干の知見

をもとにそれを臨床例に導入し,幾多の可能性を類推して一理論を捻出する以

外に,目下のところ方法はないようである。 


